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普通旋盤・フライス盤技能向上フレキシブル訓練 募集要項 
 

本年度、佐賀県立産業技術学院では、県内企業の就業者(在職者)の方を対象に、ご自身のレベルに応じた技術・

技能のスキルアップのために、下記内容の在職者訓練を実施しますので、是非ご活用ください。 
 

1. 訓練の概要 

（1）普通旋盤職種 

a.開催時期 令和 6 年８月 5 日(月)〜令和 6 年 8 月 9 日（金）（原則 12 時間(2 日間)以上/1 名） 
b.時間 9︓00〜16:00  （午前のみ、午後のみ 等 選択可能） 
c.内容 受講者所属企業及び受講者が技能向上のため必要な普通旋盤作業の要素作業 

（四爪単動チャックでのワーク心出し、外・内径加工、外溝・ねじ切り加工 等） 
d.使用機械 AMADA WASINO LEO80-A （心高 27 ㎜前後） 
e.持参品 材料、各種切削工具・測定器類 等 

※チャック及びチャックハンドル、機械購入時の付属品の貸出しは可。 
※作業服、帽子(又はヘルメット)、安全靴、保護眼鏡等 安全作業に留意した服装は必須 

f.受講対象者 所属企業(県内企業)が訓練の受講を認めた就業者 
 

（2）フライス盤職種 

a.開催時期 令和 6 年 8 月 5 日(月)〜令和 6 年 8 月 9 日（金）（原則 12 時間(2 日間)以上/1 名） 
b.時間 9︓00〜16:00 （午前のみ、午後のみ 等 選択可能） 
c.内容 受講者所属企業及び受講者が技能向上のために必要なフライス盤作業の要素作業 

（六面体加工、エンドミル（直溝・勾配・R 溝・あり溝）加工 等） 
d.使用機械 ETSUKI 2MF-V BS（主軸テーパ NT50） 
e.持参品 材料、各種切削工具・測定器・作業用治工具類 等 

※バイス及びバイスハンドル、ミーリングチャック(NT50)及びｺﾚｯﾄチャックの貸出しは可。 
※作業服、帽子(又はヘルメット)、安全靴、保護眼鏡等 安全作業に留意した服装は必須 

f.受講対象者 所属企業(県内企業)が訓練の受講を認めた就業者 
 
 

2. 訓練会場︓佐賀県立産業技術学院 機械システム科実習場 

（〒846－0031 多久市多久町 7183-1） 
 

3. 受 講 料︓無 料 
 

4. 講  師︓佐賀マイスター 
 

5. 注意事項 

（1）申込及び決定通知 

① 受講者所属企業の担当者が受講希望者を取り纏めて、別紙「普通旋盤・フライス盤技能向上フレキシブル

訓練詳細」内の申込フォームからお申込みください。（個人での申込みは受け付けておりません。） 

② 機械台数の関係上、申込者多数の場合は日時等を別途調整させていただきます。 
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（2）訓練受講時の注意 

① 安全第一で受講してください。 

② 材料及び切削工具（旋盤︓各種バイト、フライス盤︓エンドミル・やすり類など）類は、必ずご持参くだ

さい。 

③ 旋盤用チャック及びバイス類の持参は可です。 

④ 測定器類で業務上持参できない場合は一部貸出しを認めますので、申込フォーム内で種類と数量をご記

入ください。 

⑤ 訓練受講中の怪我等につきましては、受講者所属企業で対応をお願いいたします。 

⑥ 機械・治工具類への故意的なマーキング・目印となるような傷・打痕等を入れることは厳禁です。その行

為又は訓練終了後に発見した場合は、受講の中止、また機械を使用していた受講申込企業担当者に状況を

連絡し、その損害を賠償（修理等）していただく場合がございます。 

⑦ その他、施設及び使用機械、並びに治工具及び測定器類等に、重度な損傷等を与え、今後使用できないと判断され
た場合、上記④と同様にその損害を賠償（修理等）していただく場合がございます。 

⑧ その他不明な点等がございましたら、担当窓口へご相談ください。 
 

（3）その他留意事項 
① 天災、荒天等の影響により、やむを得ず日程を変更する場合又は中止する場合があります。 
② 訓練当日の欠席・遅刻又は訓練を辞退（キャンセル）する場合は、速やかに担当窓口へご連絡ください。 

 
 

6. 担当窓口 
   佐賀県立産業技術学院 総務企画課 在職者訓練担当 

 TEL︓0952－74－4330 
 FAX︓0952－71－9033 
E-mail︓sangyougijutsugakuin@pref.saga.lg.jp 

 
 


